
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１１年４月１日 第１２号 
障害者の社会参加、自立・就労支援 
 
 
 
〒302-0027 

  取手市駒場４丁目５－２４ 
  TEL/FAX 0297-73-8361（平日の１０時～１５時） 
  ﾒｰﾙ npo_ikiru@ybb.ne.jp 

http://www7a.biglobe.ne.jp/~npoikiru/ 

                                理事長 染野 和成 

 

 日頃、「NPO 法人活きる」に対し、ご協力とご支援をいただきありがとうございます。 

        

 「活きる」は今年、６年目を迎えました。昨年は法人として障害を持つ人の就労支援事業の見直し

を計り、残念ながらあるものは廃止、又は縮小の方向で進みました。 

 原因としてはお手伝いいただけるボランティアさんの確保が難しかったり、また当事者からの「こ

れこれをしたい」という積極的な提案が出なかったことにあると考えます。当事者の一人として自分

も反省しているところでもあります。 

 そんな状況を踏まえて今年度は、在宅の障害を持つ会員の支援を考えております。昨年夏前から始

めた「活きるサポート」の充実を目指します。近い将来、障害福祉サービスの介護職員の人数、居宅

事業所の数の低下等が考えられる昨今、今からの自衛手段として考えておく必要性を感じておりま

す。「活きるサポート」は現在、尐ないボランティアさんの協力で支えられていますが、さらに人数

の確保に努めていきたいと思っています。 

 有償福祉移動サービス「いくべ～」同様、「活きる」の中で大きく育てていくつもりでおります。

もちろん、外出の機会に恵まれない在宅の重度障害者に対してもこれまで同様、楽しみながら参加で

きるものも企画していきます。しかしながら、お手伝いしていただくボランティアさんの確保もこれ

また難しく、頭を悩ませているところです。気軽に参加できるようにしていきたいと考えています。 

 「活きる」は多くの人たちに支えられてここまでやってこられました。それでもまだ一部の人たち

に負担がかかってしまうのも事実です。 

 

最後に皆さんにより一層のご支援をお願いし、新年度のご挨拶といたします。 

 

ご あ い さ つ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ ネットワークフェア ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

◇◆◇◇◆◇ お ね が い ◇◆◇◇◆◇ 

バザー出店の為、不要品提供のお願い 

ご家庭でいらなくなって、まだ、十分使用できる品物のご提供をお願いいたします。

ご提供される品物は、直接「活きる」の事務所へご持参いただくか、ご連絡いただければ

取りに伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２２年１1月２０日   

 取手市恒例のネットワークフェアが今年も取手市椚木の総合運動公園で開催されました。天気予報では雤だったのですが、

予想外の青空が見える暖かい好天になりました。「ＮＰＯ法人活きる」は例年通り、笠間焼のユニバーサル食器の展示販売と

バザーを出展しました。 

 今年は、今までとは大きく運営が変わり、出展ブースが体育館や駐車場付近と、昨年までのメイン会場だったグラウンドと広

範囲に設置されました。大きなグラウンドにテントが１０張り程度の出展になり、なんとなく寂しい景色になっています。いつも

なら、だいたい、各団体のブースの設置場所が決まっていたので、１年ぶりに他団体の人や障害者たちと会って交流していた

のに、今回はみんなどこにいるかわかりませんでした。お客さんも分散してしまい、人の流れもまばらになっています。 

 でも、そんな中、わざわざ、訪ねてくれる人がいたり、こちらからも、歩き回って、交流に努めました。お客さんもポツポツとで

すが来ていただき、バザーの売り上げもまずまずで、活動資金の足しになりました。 笠間焼はバザーと比較して若干値が張

るので毎年大きな売上には繋がりません。でも、笠間焼で使い易い食器があるんだよと紹介するのが大きな目的なので、そ

の成果はあったと思います。 

 ここに、開催に当たって尽力された関係者、出展に協力してくれたメンバー、そして多くのバザー用品を提供していただいた

方々に感謝します。 

 来年の開催に当たっては、今年の問題点を検討して、参加協力者が参加しやすく、より盛り上がるイベントになってくれたら

と思います。                                                             （記 Ｓ．Ｍ) 

＜参加者の声＞ 

３回の実行委員会が行われ、市制４０周年ということで前年とは違うところが多くあり、特に開始時間が大分速くなり、私は、

荷物の積み込みの為、朝７時に家を出ることになり「きついな～」と感じました。「活きる」では笠間焼とバザーの出店で、お天

気は良かったけど、売り上げは昨年に比べ大幅ダウン。でも、いつものメンバーと一緒と協力して、和気あいあいと出来たこと

を満足におもいます。                                                                           （記 Ｈ・Ｗ） 

 

 

(両店共通 TEL/FAX 0297-73-8361) 



 

 

 

 

 

 

◇◆◇◇◆◇ リハビリスポーツ ◇◆◇◇◆◇     平成２３年 1 月 23 日        
平成２３年最初のリハビリスポーツを開催しました。 今回はいつもの会場が使えなくて、取手市福祉会館のレクリエ

ーション室での開催となりました。 今回は１９人の参加でうち車椅子の方が９人と大盛況でした。 ちょっと、健常者の

ボランティアさんの参加が尐ないので、準備や介助の手が足りません。 そんな中、Ｏ／Ｔ志望の大学生の女性が参加

してくれたのは大変嬉しかったです。（注：Ｏ/T とは、作業療法士の略で、日常生活に必要な動作を、作業訓練により指導

したり援助し、身の回りのことを主体的に対処できるようにするリハビリテーションのスペシャリストです。） 

 

 さて、今回は会場が狭かったので、車椅子スラロームはやりませんでした。 

 まずは、ボッチャです。赤組・青組に別れて対抗戦をしました。４回投げて結果は青１６―赤０で赤組の惨敗でした。続

いてスポーツ吹き矢です。みんな、随分慣れてきて高得点を狙っています。昼食前に軽く頭の体操として古今東西ゲー

ムをしました。みんなカラダを動かすのは好きだけど。頭を働かせるのは一寸苦手です。 

 

 昼食後に、今回の目玉種目である、ビームライフルを試しました。今回も来ていただいた障害者スポーツ指導員のＯ

先生が２セット持ってきてくださったのです。肢体不自由者がライフルをうまく撃てるか心配でしたが、いろいろ工夫をし

ていただき、ほとんど全員がうまく撃てることを確認しました。若干、道具を使わないと難しい方がいたので、次回は簡

単な器具を使って試します。 結果、約７m離れた小さな的に全員が当てることができました。 特に女性二人が１０点 

満点を射止めたのはびっくりです。 

 最後は、いつもの風船バレーで白熱した戦いを大騒ぎで楽しみました。 

 

今年１年、リハビリスポーツで楽しみましょう。 そして、ボランティアさん、ご協力よろしくお願い致します。  （記 S・Ｍ） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

アピール ウォーク  平成２２年１２月１１日 

     とりで障害者協働支援ネットワークが、毎年障害者週間に実施しているアピールウォークは「地域で安心

して暮らしていける社会を目指して」行っている行事です。昨年１２月１１日のアピールウォークは、晴天

の冬空の下で障害を持つ人、家族、支援者など６０名が、福祉交流センター前から取手駅西口までアピール

しながら歩きました。再び福祉交流センターに戻り、おいしいカレーライスで昼食をとり、午後からは「と

っておきの芸術祭」のオープニングセレモニーと演芸や演奏を楽しみました。      （記 村上節） 

 

 

 

 

 

＜サンタクロース＞より 

昨年１２月１１日、「とりで障害者協働支援ネットワーク」主催のアピールウォークに参加しました。１４

団体が集まって総勢６０人余が市役所内の福祉交流センターから、取手駅西口まで行進したのです。デンクル

染野は毎年、サンタクロースの姿になり、ぶら下げた袋にはチロルチョコを詰めて通りかかった子供たちにプ

レゼントしながら走るのです。年々子供たちが減ったり、シャッターが閉まっている店が増えたりと、社会情

勢を感じる（笑）ことも出来ます。来年サンタクロースの私を見かけたら是非、お声を掛けてください。 

 

 

 



 

   ２０１１年 活きる 新年会 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ り が と う 
  寄  付 

●オリエンタル治療院 60,000 円 

●移送利用者さん ３名 

●バザー提供品 

 

ご協力ありがとうございました。 

 

今後の「活きる」の活動に, 

有効に利用させていただきます。 

                                                                 平成23年1月9日 

「年頭の挨拶」を理事長から 
 新年明けましておめでとうございます。今年は「障害者支援」という立場から、昨年夏前に始めた「活きるサポート」に力をか

けたいと思っています。会員の皆様には、昨年に引き続き無理を承知でたくさんのことをお願いすることがあると思います

が、よろしくお願い申し上げます。 

 

 新年会に参加して 

 1月 9日に行われた“活きる”の新年会に出席させて頂きました。初めて出させて頂いた新年会でしたが、久しぶりに見るお

顔、初めての方と会場いっぱいに大勢の方がいらしていてとてもうれしく思いました。皆で食事をしながら、またお酒も尐し入

り、にぎやかに楽しく新年のひと時を過ごすことができました。あらためてNPO法人“活きる”が沢山の方々に支えられている

ことを感じた新年会でした。 

年に一度ぐらいは“活きる”ファミリーが一堂に会し、普段は話す機会のない方と会話し親睦を深めるのも良いものですね。 

卯年の2011年、“活きる”もウサギのようのピョーンと飛躍の年になりますように！！             （記 M・Ｉ） 

 

                                                               （MI） 
 

◆ 活きるサポートより ◆ 
 

東北地方太平洋沖地震で被災に遭われた方々に心よりお見舞申し上げます。 

また、取手市に非難を余儀なくされた南相馬市の方々には取手市民全員で快適な避難生活ができるように応援したいと思いま

す。 

 

全国的に公的サービスだけでは弱者の生活が成り立たなくなってきて、新たなサービス提供の機運が高まっています。 

全国社会福祉協議会では市民活動で生活支援を広げていくための研究事業を立ち上げ、ＮＰＯ法人「活きる」も参加しました。 

また、菅総理が昨年パーソナルサポート制度を提案しました。パーソナルサポートとは障害者（制度での対象は社会的弱者全

部）が介助者（プロでなくても可）を指名し個人契約してその費用の一部を国が負担する制度。これにより、マンツーマンで木目

の細かいニーズに対応することができるし、継続的に利用することができます。（旧全身性障害者介護人派遣制度に似た制度） 

 

以上のように、まさしく「活きるサポート」の目的に近いことが全国的に必要とされ、制度化も考えられています。「活きる」の重

度障害者会員は公的サービスだけでは、生活が成り立たない人も多く、技術的にもコツのいる個別対応が必要です。 

「活きるサポート」は、始めたばかりで、まだまだシステム化されていないし、サポーターも利用会員も慣れていないのでスムーズ

にいっていませんが、ゆっくりと問題点を話し合いながら、双方が使いやすい活動を目指します。 

 

活動を初めて、半年経ちますが、当事者会員および家族とボランティアさんが顔を合わせる機会がなかったため、３月２２日 

（火）に当事者とボランティアが全員集まって交流会を計画しました。お互いを知る 

ことで信頼関係づくりのきっかけになればと思ったのです。しかし、３月１１日（金） 

１４時４６分にあの巨大地震が発生しました。この取手にも多くの家屋や設備に被 

害がありました。当事者会員の中には引越しを余儀なくされた方もいました。予定 

していた交流会は改めて開催することにしました。 

 

「活きる」の活動は、本来、障害当事者会員を 

守る為のもので、今回の地震でも仲間の支援 

ができたと思っています。直接、災害支援のお 

役に立つことはなかなか難しいのですが、この 

機会に自分たちのできることを考える良い機会 

になったと思います。 

また、外出支援の福祉移動サービスは、ガソ 

リンの調達が難しい中、ボランティアさんたちの 

努力で、一部の利用者様にご迷惑をかけたも 

のの、ほとんど正常に機能させていました。 

          （記 宮脇貞夫 ３月２３日）                                                                                                                                                                                          
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市民活動による生活支援サービス 
平成２３年１月３１日 

現在、（社福）全国社会福祉協議会・地域福祉部では生活支援サービスを介護保険などの公的サービスだけでなく、住民主体の

市民活動を全国に広げていくために、具体的な方策を全国自治体に提言することを目的に調査研究を進めています。発想は、今、

“活きる”が取り組んでいる「活きるサポート」と同じだと思います。 

 その中で、全国各地から先駆的な実践をしている団体に声をかけ、研究協議をするためのワーキング会議が開かれました。 

ＮＰＯ法人「活きる」も、その団体の一つとしてお声がかかり参加してきました。 

 

 ワーキング会議は２日間に渡って開催され、研究テーマは４つあり、①サービスの開発と立ち上げ ②担い手づくり ③地域と 

の協働 ④公的介護サービスなど他サービスとの連携があり、それぞれのテーマに全国から１７団体が招聘されました（ほとんど 

が高齢者を支援対象）。ＮＰＯ法人「活きる」はその中の②担い手づくりの事例を会報「窓 開けて」を参考資料として発表しました。 

 担い手づくりとは即ちボランティアの確保と養成ということです。どこの団体も資金とボランティアの確保に最も頭を悩ませている 

ところです。まず、本来活動の内容とその目的を遂行するために、今、ＮＰＯ法人「活きる」が取り組んでいる移動サービスと「活きる 

サポート」のことを話しました。移動サービスについては、活動参加するためには茨城県で年に２回しか開催されない国交省認定の 

講習会を受講しなければいけないハードルがあり、ボランティアの確保が難しいことを訴えました。また、他団体との協働や取手市 

の協力を発表し、地域での協働は比較的うまく行っていることも付け加えました。「活きるサポート」のことは、自立支援法の不備 

とシステムの複雑さ、そして介護保険サービスの悪例や実態、障害者の将来への不安を訴え、市民活動の重要性を訴えました。

成功事例を発表するべきところですが、ボランティア確保の困難さは他の団体も同様で、結論として、行政の協力（活動しやすい 

環境と尐しでもいいから資金援助）が不可欠だということになりました。 

 

研究成果は各自治体の社協を通じて発表され、行政へ提言されるはずです。 

（記 宮脇貞夫） 

◆第７回 ＮＰＯ法人活きる  通常総会のお知らせ ◆ 

 

 いつもＮＰＯ法人「活きる」の活動にご理解とご協力をいただき、心より御礼申し上げます。さて、平成２３年度通常総

会を下記の通り開催させて頂きたくご案内を申し上げます。ご多忙中と存じますが、皆様のご参加を是非お待ちして

おりますので、ご出席をして頂けますようお願い致します。  

                                  記 

                   日時：平成２３年５月２８日（土）１３：３０～１４：３０  

                   場所：取手市福祉交流センター２階・会議室Ａ・Ｂ  

                        都合により会場の変更の可能性あり     

                   議題：平成２２年度活動報告、決算報告、その他 

                ＜連絡先＞ 事務局 TEL/ＦＡＸ：０２９７－７３－８３６１（平日の１０時～１５時） 
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障害者(児)支援ボランティア入門講座                                                                                
平成２３年３月２日(火) 

  

取手市社会福祉協議会の主催で、障害者(児)支援ボランティア入門講座が開催されました。毎年行われているもの

で、今年も身体障害、知的障害、それから障害者福祉制度や団体紹介について３日に分けて開催されます。そのうち

の身体障害者の理解、介護と実習について当法人の宮脇が担当しました。 

 

 定員が２０名のところ昨年は１０人の参加でしたが、今年はたった４人の受講者という寂しい状況でした。ボランティ

アへの参加者が年々減っている原因は何なんでしょう？ しかし、今回は小人数ということで中身の濃い進行になっ

たと思います。 

  

 毎年、講座の内容は同じようなものです。講座の前半は、宮脇の妻の病気発症から入院、手術、退院の経緯から

在宅介護に入り、全く未知の世界に置かれて五里霧中の中からいかにして外へ目を向けるようになったか、そして多

くの人との出会いや支援で生活が成り立つようになり、その恩返しのつもりでボランティア活動を始めたことを聞いて

もらいました。 

 

 そして今回は、ボランティアについて深く考えていただく内容としました。ＮＰＯ法人「活きる」の活動内容をお話しし、

障害者家庭においてボランティアの役割と必要性を訴えました。（レジュメ） 

 

 休憩を挟んで後半は介護実技の自習です。まず、身体障害者の一般的なアイテムとして車椅子の取り扱い方や段

差乗り越え、坂道走行などを学んでいただきました。また、車椅子で階段昇降の介助方法も見てもらいました。次に、

ベッドー車椅子間の移乗介助について腰に負担のかからない２種類の方法を見てもらいました。 

 

 受講者の皆さんは熱心に聞き入り、実習も積極的に参加されていました。これを機会に、障害者を理解し、支援ボ

ランティアに参加していただけることを期待します。                           

    （記 宮脇貞夫 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  活動会員・賛助会員を募集しています 

一緒に NPO 法人「活きる」の活動に参加してみませんか 

 皆様のご参加をお待ちしています。 

●活動会員 個人・年会費 ２，０００円 

       団年・年会費 ３，０００円 

●賛助会員 個人・年会費 1 口 1,000 円 １口以上 

       団体・年会費 1 口 2,000 円 １口以上 

     （活動・賛助会員の総会議決権はありません） 

 振込先 

・郵便振替  ００１９０－７－７７８９４８ 

       口座名義 「特定非営利活動法人活きる」 

どちらも口座名義は「特定非営利活動法人活きる」 

平成２３年４月１日発行 

発行所 NPO 法人 活きる 

発行者 染野 和成 

編集者 鈴木 澄利 

連絡  〒302-0027 取手市駒場４－５－２４ 
  TEL/FAX 0297-73-8361 

       ﾒｰﾙ npo_ikiru@ybb.ne.jp 

http://www7a.biglobe.ne.jp/~npoikiru/ 

 

編集後記 

震災にあわれた方々にお見舞い申し上げます。原発でわが身

を顧みず一生懸命に放射能と戦っている人のことも忘れな

いでください。 

                編集担当 鈴木 澄利 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                    


